
【中学年１－５】か が み

― 導入部分に特に配慮した取組み ―

〔 〕(1) 主題名 正直って気持ちいい １－５

正直にかげひなたなく，明るく生活しようとする態度を育てる。(2) ねらい

「かがみ」(3) 資料名

(4) 授業の展開例

学 習 活 動 主な発問と児童の心の動き 留 意 点

１「うそをついた ○これまでに，つい小さなうそをつい ○深刻な雰囲気になったり，互

経験」をきっか てしまったことはありませんか。 いの過ちを暴き立てることの

けに，自分の生 （先生は君たちくらいの頃，実はこ ないよう，ありがちな例を示導

活を振り返る。 んなうそをついたことがあります ） しておく （教師の体験談な。 。

ど）入

○自分の体験を話した児童につ

いては，受容的に接する。

２ 主人公の心に ○「いけないと分かっていてもアクセ ○最終場面（次の日の朝）は伏

沿って 資料 前 サリーを買ってしまったとき」のわ せ，主人公がお母さんに「ご， （

半）を読む。 たしの気持ちはどうでしょう。 めんなさい」という部分まで

・買えてうれしい。 をとりあげる。

・約束を破ってしまった。 ○思いを共有できるよう，要所

要所で子どもたちの反応を取

○「お母さんにアクセサリーについて り上げる。

たずねられたとき」のわたしの気持展

ちはどうでしょう。

・どうしよう，正直に言おうかな。

・断ればよかったなあ。

・うそなんかつかなければよかった。

３ 資料の後半を ◎次の日の鏡の中の私の顔は，どんな ○正直であることは，他人のた

読んで主人公の 顔だったでしょうか。 めではなく，自己を明るく前

変容について考 ・さわやかな顔，すっきりした笑顔。 向きにしていくことなのだと開

える。 ・正直に言ってよかったなあ。 いうことを押さえる。

４ 自分たちの生 ○どんな言葉が 「正直な心」を引き ○「心のノート」Ｐ３０を例と，

活を振り返り， 出してくれるでしょう。 して示し，自分なりに考えさ

正直さについて ・ ごめんなさい」 せる。「

考える。 ・ ありがとう」「

・ やっぱりいけないよ」「

・ すごいね 「よかったね」「 」

５ 学んだことを ○今日の学習で大切だなと思ったこと ○ワークシート（道徳ノート）

確かめる。 を，自分の言葉で書きましょう。 に自分の言葉で表現できるよ終

う助言する。
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活用に生かすための実践報告

◎ 「かがみ」

１ 主題の設定

・この資料は 「つい嘘をついてごまかし，

てしまう」というだれにでもある日常的な

課題を取り上げたものである 「嘘をつい。

てはいけない」ということは児童は誰しも

が知っていることだが，道徳の時間の授業

で改めてそれを取り上げる際には，むしろ

正直であることによってもたらされる望ま

しい生活について気付かせ，その価値を共

有していくことが重要であると考える。

， 「 」・この資料では 心を映すものとして 鏡

を登場させているが，自分の心が周囲にど

う映っているのか，あるいは自分自身の心

をどう見つめていくのか，という両面から

考えていくことが可能であると考える。

２ 指導過程の工夫

・ 正直である」ことを改めて生活の場に「

求めることは意外に難しいものだが 「心，

のノート」小学校３・４年のＰ２８～３１

はそのことを具体的に考え，行動化してい

く上でのヒントが多くある。本時の展開例

ではＰ３０「正直な人でいるためのひけつ

－よく使う言葉から考えてみよう－」を取

り上げているが，他のページの活用も可能

である。

３ 発問の工夫

「 （ ）」・中心発問は 翌朝の鏡に映る顔 表情

を問うものとした 「正直」がもたらす心。

の解放や浄化を，子どもたちがそれぞれの

言葉で具体的にイメージすることが重要だ

と考えたからである。

・ 嘘」の罪悪性に対する認識が今一つ不「

足していると感じられる場合は 「もし，，

ごめんなさいと言えなかったら，次の日の

鏡の中にはどんなわたしの顔があったでし

ょうか 」といった発問を追加することも。

考えられる。

４ 児童の反応（授業後の感想）

， 。・正直なことを言ったら 絶対に涙が出る

この話の中の「わたし」もそうだし，うそ

をついているときは涙は出ないのに，正直

に言ったときに涙が出る。その涙はいい涙

（正直な涙）だと思う。

・ すごいね 「がんばれ」と友だちをほ「 」

めたり，応援したりする言葉を普段から言

い合えば，友だちに対して正直な心をもて

ると思う。

５ 実践者からの一言

・取り上げるに当たっての留意点として

は，明るい雰囲気の中で授業を始めること

である 「嘘」や「ごまかし」が正しいと。

思っている子どもはまずいない。しかし，

現実には多くの子どもがそれを経験してい

る。中には友だちの嘘のせいで深く傷つい

た体験を持つ児童がいるかもしれない。逆

に，友だちの過去の嘘を暴き立てようとす

る児童が出てくるかもしれない。そういっ

た事態に陥らないためにも，導入時の雰囲

気作りが重要である。

・展開例では，教師自身が自分の体験を話

し，雰囲気作りをするとしているが，それ

ぞれの学級の実態や指導方法に応じ，工夫

していく必要がある。

（長江小学校 安松洋佳）


